
ネットワークWG



ネットワークWGの概要

n 800名規模のモニタによる実

証実験継続

n IPv6対応IP電話

n IPv6対応Webカメラ

n IPv6対応映像コンテンツ

n IPv6DCの運営

n V6対応ネットワーク基盤を

提供

n 各種サービス用のサーバ
機器などを収容

n ショールームとの連携

●国内活動
n Eurov6（EU内ショールーム　　

3箇所）との接続実験

n 会員企業による北京との接続
実験、デモ

n 台湾との接続実験、デモ

●海外活動



情報家電インターネット実証実験
　(2001年度TAO研究開発事業の一環として実施)



基盤システムWG/アドレスポリシーWG



基盤システムWG/アドレスポリシーWGの概要

n 目的：
n IPv6の実用化に向け基盤となるルール（アドレスポリシー）

及びシステム（レジストリシステム）の整備

n 活動内容:
n 大規模IPv4アドレス空間実験の実施

n 実験用レジストリシステム開発

n IPv6アドレスポリシーの検討・提案
n 昨年7月に新IPv6ポリシーとして施行済み。



大規模IPv4アドレス空間実験

n 趣旨
n IPv4からIPv6へのアドレス移行戦略検討

n 目的
n 「ピア to ピア」アプリケーションの開発促進（IP電話等）
n 新しいビジネス、サービスの拡大（固定IPサービス、無

線LANホットスポットサービス等）
n IPv6への移行実証実験
n IPv6アドレス管理スキームの形成

使用されていない
大規模な アドレス
空間を実験参加組織
に分配

アドレス空間の

有効利用

アプリケーション
の普及、

新しいビジネス基盤

の形成

IPv6への移行



サーティフィケーションWG



サーティフィケーションWGの概要

n 活動の概要
n 仕様適合の検証の仕組み作り

n 製品ベンダが自社で行える簡易テスト

n より本格的な品質確保のための仕組み

n 仕様適合をアピールするための仕組み作り
n 簡易テスト合格製品にはロゴを配布、ロゴ使用許可

n 関係諸団体との強力なタッグを組織
n 開発および議論の中心メンバーとしてTAHIプロジェクトが

協力

n 世界レベルで共通のロゴ配布を実現するためIPv6 Logo 
Committeeと協力



移行WGの概要

n 活動の概要
n セグメント別のIPv6移行ガイドラインの策定

n 家庭、小規模事業者(SOHO等）、大企業、自治体、ISP等さ
まざまなセグメントごに、現在のIPv4ネットワークからスムー
ズにIPv6対応ネットワーク（デュアルスタック）に移行するた

めのシナリオや、利用可能な技術等をガイドラインとして策定、
公開。

n 今年度中に、ガイドライン第1版を公開、順次バージョンアッ

プを続ける予定。

n IETF等への提案も視野に入れる。



WGの最新動向

n センサーデバイス等のアドレッシングを検討する
swgを、アドレスポリシーWG内に設置検討中
n 新たな視点によるアドレスポリシーの提案を目指す



基本戦略策定

アクセス網構築・一般モニタ実験

IPv6規則策定

IPv6レジストリシステム研究開発

ルートDNS研究開発

基本戦略実施

IPv6アプリケーション／基盤研究開発

IPv6グローバルアドレスポリシー策定

IPv6基盤ソフトウェア研究開発

国際協力のあり方

基盤インフラ整備方策

移行推進方策

教育・普及啓発

IPv6大規模アクセス網の構築

一般モニタ実験

USEN、JCN、東京めたりっく、IPR、eAccess、IIJ、
@nifty、OCN、ODN、KDDI、ROSENET、
MEDIACAT、NetComさが、JENS、知多メディアス、
DTI、Hi-Ho、BIGLOBE

一般モニタ約800名による実証実験の実施

　　情報家電コントローラ
　　ネットコミュニティ
　　IP電話、　モバイルビューア

　　ネットワークリモコン

IPアドレス割り当て状況調査／規則策定

トライアル用システムの開発と検証

レジストリシステム要求仕様策定

IPv6ルートDNS実現のための基礎研究

海外戦略

IPv6普及・高度化推進協議会の活用

広報・展示・普及啓発

大規模IPv4アドレス空間実験

世界各地で開催のIPv6サミットへ参加

（動向調査、発表、展示）
EU、台湾のIPv6推進組織との提携

基本戦略SG、海外戦略WG、ネットワークWG、
アプリケーションWG、アドレスポリシーWG、
トレインモバイルSG、サーティフィケーション
WG、テレコンSWG、BA SWG、実証実験
SWG

常設ショールーム（東京／大阪）
展示会出展（N+I、WPCエキスポ、NLR2003）
マスメディア・WEBによる情報発信

書籍・学会誌への出稿、講演活動

アドレス割り振り／割り当て等の実務実験
ツール開発による管理手法の検証

IPv6アクセス網／モニタユーザの維持

グローバルポリシー策定

本格運用に向けたレジストリシステム仕様策定

DNS-SECの仕様策定

グローバルなルートDNSサーバシステムの研究開発

IPv6の基本ソフトウェア体系の研究開発

IPv6ネットワークの運用管理技術の研究開発

H12 年 度 補 正 実 施 内 容 （ 2001年実施） H13 年 度 実 施 内 容 （ 2002年実施）

商用IPv6アクセスサービスの実現

現 在 の 成 果

商用IP電話サービス

ネット接続型情報家電製品

業務用放送・映像配信分野への応用

組み込み機器の自動コンフィグレーション基盤

EU、台湾、中国、韓国のIPv6推進団体との提携（MoUの締結）

製品相互接続性確保

ビル管理の高度化実現

組み込み機器へのアドレス割り当て方策解決

一般への関心／知識の浸透

IPv6による次世代ネットワーク社会の実現へ

アジア圏を軸に連携を拡大
世界規模で協調したIPv6推進の実現

IPv6対応製品の市場投入促進

製造工程管理、家庭内機器管理への応用
も

IPv6移行への問題洗い出し 各分野でのIPv6移行問題解決

IPv6ナレッジマネージメント

IPv6ネットワーク構築方策、IPv6アドレス割り当て方
策、IPv6ルートDNSのあり方の検討

IPv6に関する海外活動状況把握と国際的情報交換
IPv6アドレス国際規則策定活動
IPv6アドレス普及促進用IPv4アドレス規則関連国際活動
IPv6レジストリシステム関連国際活動

講演、展示会出展、IPv6ショールーム運営、取材対応
等広報活動、WEB運用および映像製作等の実施

IPv6に向けた大規模IPv4アドレス空間実験、IPv6
による電子政府基盤形成、企業LANでのIPv6利用
促進等の検討

モニターユーザによるコミュニティの形成

IPアドレス割り当てに関する国内外の状況把握
IPv6アドレス割り当て規則に関する国際的ルール作り

IPv6レジストリシステムへの要求仕様策定

既存のレジストリシステムの分析
レジストリシステムの設計および構築
技術的な課題や運用上の問題点の検証

ルートDNSの現状調査／IPv6化のための課題抽出
実験用システム構築／計測・評価

IPv6の特性を活かしたアプリケーションの実証実験

IPv6の国際的利用モデルとなるミドルウェア及びアプリケーションの研究

サーティフィケーション活動

サーティフィケーションWG、TAHIプロジェクトと連携

海外組織との連携

CATV間遠隔映像編集／配信実験
ユビキタス端末のセキュリティ実験

非PC機器によるアプリケーションレベルPnP実現基盤
P2Pビデオチャットシステム

暫定ポリシーのグローバル化の活動実施

BSD系OS、Linuxを対象にIPv6を実現する基本・応用機

能の参照コードを開発

ルートDNSシステムのIPv6化に必要な

トラフィック計測システム、負荷分散システム構成の整備
および検証・評価

実効的IPv6ネットワークにおけるネットワーク運用管

理技術の開発

日本主導による世界的IPv6認証マークプログラムの実現

江崎浩東大助教授／IPv6普及・高度化推進協議

会専務理事がプログラムの議長に就任

仕様適合性／相互接続性検証ツールの登場

IPv6コアプロトコル向け基本テストツールの公開

IPv6普及・高度化推進協議会を中心とする企業展開の活発化

主要ベンダ／ユーザ企業、関係団体、中小企業、研究者等
を含む会員数300以上へ
移行WGの発足、ノード向けアドレス割り当ての検討開始

将 来 展 望 （ 既 に 芽 が 見 え て い る も の ）

N+I2003にて「IPv6」が検索キーワードの第1位に
高齢者を含む一般ユーザの50％近くがIPv6を認知

本格的ユビキタス社会の実現

汎用的な情報家電製品の登場

CoCoonサーバ、ネットコントロールエアコン等

P2Pコミュニケーションの機能性確認 P2Pコミュニケーション製品の登場

暫定版グローバルポリシーの実現 世界的に普遍なIPv6割り当てグローバルポリシーの実現

グローバルなレジストリシステムの運用開始

セキュアなDNS問い合せの実現

IPv6基本ソフトウェア体系の実現 より多機能なIPv6基本ソフトウェア体系の実現

安全で高性能なIPv6ネットワーク基盤の確立

多数のIPv6応用製品の登場

事業者の事業探索の顕在化
ショールームへの企業／海外からの来訪者の増加

派生サービスの創出
事業化に向けたアライアンスの構築

IPv6を模擬したテストベットネットワークの実現 IPv6普及のアプリケーション／サービスの先行的開発

kame / usagi として、BSD系OS、Linuxの
標準的なIPv6プトロコルスタックとして取り

込まれ、使われている



ご静聴ありがとうございました。

IPv6普及・高度化推進協議会

橋本　岳<gaku@v6pc.jp>

http://www.v6pc.jp/


